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県・地域各界連
　　　　　　　　　　御中　

加盟団体　　

消費税廃止各界連絡会
消費税導入20年目「大増税許さない！全国いっせい怒りの宣伝週間」を大きく成功させましょう
連日の奮闘ご苦労様です。

消費税増税をめぐり、政府・与党、マスコミなどから年金財源などを理由に「増税やむなし」の大合唱が起きるなど、予断を許さぬ情勢となっています。

この４月１日に消費税が導入されて20年目を迎えます。消費税廃止各界連絡会は３月31日から４月６日までの１週間を「大増税許さない！全国いっせい怒りの宣伝週間」としてとりくむことを呼びかけます。

　福田首相は「08年度は消費税を引き上げない」と表明しましたが、09年度に基礎年金への国庫負担を３分の１から２分の１に引き上げるのを口実に、消費税増税への意欲を示しています。政府・与党の答申・研究会報告やマスコミ論調もそれを後押ししています。

しかし、参院選で示されたように国民世論は「社会保障財源が理由でも消費税増税に反対」が多数を占めています。この４月から発足予定の後期高齢者医療制度への怒りとも合わせて「このうえさらに、庶民いじめの消費税増税は許さない」との声が強まっています。各地の各界連の行動でも、年金生活者からの怒りに加え貧困と格差がいっそう深まっている青年層からも増税への怒りが高まっていることが報告されています。「スーパー前での連続した宣伝でも３けた以上の署名が寄せられる」「シール投票でも反対が圧倒的」「地域を訪問して署名を訴えたら断る人はほとんどいない」など、確信が広がっています。
この間政府の増税スケジュールを狂わせてきたことを確信に、宣伝行動を全国津々浦々で展開し、地域各界連の再建・活性化につなげながら、大いに対話を広げ、１０００万署名をやりきって、増税勢力を包囲しましょう。また、今年中にも予想される総選挙で引き続き増税勢力に厳しい審判をくだしましょう。
☆消費税導入20年目「大増税許さない！全国いっせい怒りの宣伝週間」

３月31日（月）～４月６日（日）の期間内に各地で行動

☆中央の宣伝行動

４月１日（火）新宿西口　正午～午後１時
■行動終了後、集約をおこないます。

別紙集約用紙に記入の上、４月14日（月）までにご提出ください。
送り先・０３-３９８８-０８２０（全商連）

＊この呼びかけを県各界連から地域各界連に、加盟団体から傘下の組織に、ＦＡＸしてください。
